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「
若

い
頃
に
他
の
国
々
の
若
者

と
生
活
を
共
に
す
る
こ
と

が
将
来
に
わ
た
る
友
好
の

礎
に
な
り
ま
す
」

　

香
港
の
著
名
な
実
業
家
で
あ
る
ロ
ナ
ル

ド
・
チ
ャ
オ
（
曹
其
鏞
）
さ
ん
は
今
も
日
本

で
過
ご
し
た
学
生
時
代
を
思
い
出
す
と
い

う
。
１
９
５
８
年
に
東
京
大
学
工
学
部
に
入

学
、
62
年
に
卒
業
す
る
ま
で
、
東
京
・
本
駒

込
に
あ
る
「
ア
ジ
ア
文
化
会
館
」
で
日
本
人

学
生
と
生
活
を
共
に
し
た
。
卒
業
後
は
米
国

留
学
を
経
て
香
港
に
戻
り
、
父
親
が
創
立
し

た
ニ
ッ
ト
製
品
の
製
造
を
中
心
と
す
る
繊
維

会
社
を
大
き
く
成
長
さ
せ
た
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
を
通
じ
て
日
本
の
経
営
者
に
も

た
く
さ
ん
の
友
人
を
持
つ
。
そ
の
「
香
港
永

新
企
業
」
の
副
会
長
に
退
い
た
今
も
、
夫
人

の
曹
羅
碧
珍
さ
ん
と
共
に
年
に
数
回
は
日
本

を
訪
れ
る
。
大
の
日
本
び
い
き
で
あ
る
。

　

そ
ん
な
チ
ャ
オ
さ
ん
が
70
歳
を
超
え
る
頃

か
ら
情
熱
を
傾
け
て
い
る
の
が
、
日
本
と
中

国
、
ア
ジ
ア
各
国
と
の
架
け
橋
に
な
る
リ
ー

ダ
ー
を
育
て
る
こ
と
。

ユ
ニ
ク
ロ
の
柳
井
氏
に
相
談
し

早
大
の
学
生
寮
建
設
に
も
貢
献

　

ま
ず
始
め
た
の
が
大
学
に
私
財
を
寄
付

し
、国
際
学
生
寮
を
建
設
す
る
こ
と
だ
っ
た
。

今年のサマープログラムが行われる台湾国立大学
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アジアの学生に180億円を投じる
東大卒の香港人実業家
日中韓台香港、それぞれ政治的に不安定さが増す東アジア情勢だが、
学生の交流を増やすことでアジアの架け橋となるリーダーを育む。

アジアを背負うリーダーを育てる

文・磯山友幸 Tomoyuki Isoyama
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百賢亜洲研究院による奨学金授与生の人数
出所：百賢亜洲研究院提供の資料

中
国
大
陸
の
５
つ
の
主
要
大
学
に
話
を
も
ち

か
け
、
国
際
学
生
寮
「
日
中
青
年
交
流
セ
ン

タ
ー
」
の
設
置
を
提
案
す
る
と
、
最
初
は
難

色
を
示
さ
れ
た
と
い
う
。

　

と
い
う
の
も
２
０
１
０
年
当
時
は
、
日
中

関
係
が
急
速
に
冷
え
込
み
始
め
て
い
た
頃
。

「
同
じ
学
生
寮
に
中
国
人
学
生
と
日
本
人
な

ど
ほ
か
の
ア
ジ
ア
人
学
生
を
共
同
生
活
さ
せ

る
こ
と
に
、
当
局
が
神
経
質
に
な
っ
た
の
で

し
ょ
う
」
と
チ
ャ
オ
さ
ん
は
振
り
返
る
。
そ

れ
で
も
ひ
と
つ
の
大
学
で
う
ま
く
い
く
と
、

次
々
に
完
成
し
て
い
っ
た
。
何
せ
、
１
大
学

あ
た
り
２
０
０
０
万
元
（
約
４
億
円
）
を
寄

こ
ろ
ば
か
り
目
に
付
く
こ
と
に
な
る
。
十
分

な
奨
学
金
を
与
え
る
こ
と
で
、
そ
の
国
の
良

い
と
こ
ろ
を
し
っ
か
り
見
て
体
験
し
て
欲
し

い
」
と
チ
ャ
オ
さ
ん
は
言
う
。

　
Ａ
Ｆ
Ｌ
Ｓ
Ｐ
の
対
象
と
し
て
大
き
く
「
ア

ン
カ
ー
大
学
」
と
「
パ
ー
テ
ィ
シ
ペ
ー
テ
ィ

ン
グ
大
学
」
の
２
つ
に
分
け
、
前
者
に
は
大

学
別
に
定
員
を
割
り
当
て
て
大
学
自
身
が
選

考
す
る
一
方
、
後
者
は
10
名
ま
で
の
推
薦
枠

を
持
ち
、推
薦
者
の
中
か
ら
研
究
院
が
選
ぶ
。

前
者
に
は
京
都
大
学
、
一
橋
大
学
、
早
稲
田

大
学
、
北
京
大
学
、
浙
江
大
学
、
香
港
科
学

技
術
大
学
の
６
校
。
後
者
に
は
東
京
大
学
や

清
華
大
学
、
台
湾
国
立
大
学
、
ソ
ウ
ル
国
立

大
学
な
ど
10
校
が
指
定
さ
れ
て
い
る
。
学
業

優
秀
で
学
位
取
得
を
目
的
に
留
学
す
る
学
生

を
支
援
す
る
の
が
狙
い
だ
。

　

個
人
の
財
産
を
寄
付
し
て
作
ら
れ
た
設
備

や
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
そ
の
個
人
の
名
前
が

冠
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
チ
ャ
オ
さ
ん
の
個
人
名

は
一
切
冠
さ
れ
て
い
な
い
。運
営
団
体
も「
百

賢
亜
洲
研
究
院
」
と
い
う
名
前
で
、
自
ら
は

名
誉
理
事
長
に
就
任
し
て
い
る
だ
け
だ
。「
名

前
を
付
け
な
い
と
い
う
の
が
私
た
ち
の
考
え

方
で
す
」
と
チ
ャ
オ
さ
ん
は
言
う
。

　

と
い
う
の
も
、
ひ
と
り
の
力
だ
け
で
は
な

く
、「
ア
ジ
ア
の
未
来
の
リ
ー
ダ
ー
を
作
る
」

け
て
い
た
フ
ァ
ー
ス
ト
リ
テ
イ
リ
ン
グ
の
柳

井
正
・
会
長
兼
社
長
に
相
談
す
る
と
、
柳
井

氏
の
母
校
で
あ
る
早
稲
田
大
学
が
中
野
に
学

生
寮
を
建
設
す
る
構
想
を
抱
い
て
い
る
こ
と

が
判
明
。
チ
ャ
オ
さ
ん
が
香
港
の
仲
間
の
実

業
家
グ
ル
ー
プ
と
共
に
集
め
た
資
金
か
ら
１

億
円
、
柳
井
氏
も
３
億
円
を
寄
付
す
る
話
が

ま
と
ま
っ
た
。

　

柳
井
氏
は
「
チ
ャ
オ
さ
ん
か
ら
話
が
あ
っ

た
時
に
、
私
も
中
国
と
日
本
が
敵
対
し
険
悪

さ
が
継
続
す
る
の
は
危
険
だ
と
悶
々
と
し
て

い
た
」
と
メ
デ
ィ
ア
に
答
え
て
い
る
。
こ
う

し
て
14
年
４
月
に
東
京
・
中
野
に
オ
ー
プ
ン

付
す
る
と
い
う
、
大
学
に
と
っ

て
は
こ
の
上
な
い
話
だ
っ
た
か

ら
だ
。
５
大
学
の
学
生
寮
は
す

べ
て
完
成
。日
本
の
学
生
ほ
か
、

ア
ジ
ア
か
ら
の
留
学
生
が
こ
こ

で
中
国
人
学
生
と
共
同
生
活
を

送
っ
て
い
る
。

　

チ
ャ
オ
さ
ん
は
、
日
本
の
大

学
で
も
国
際
学
生
寮
の
建
設
を

考
え
て
い
た
。
日
本
と
ア
ジ
ア

の
政
治
情
勢
が
厳
し
い
時
だ
か

ら
こ
そ
、
将
来
に
向
け
た
若
者

ど
う
し
の
本
物
の
交
流
が
不
可

欠
だ
と
考
え
た
。
ビ
ジ
ネ
ス
で

知
り
合
い
20
年
以
上
交
流
を
続

奨
学
生
の
選
考
や
支
給
に
当
た

る
Ａ
Ｆ
Ｌ
Ｓ
Ｐ
の
運
用
機
関
と

し
て
「
百
賢
亜
洲
研
究
院
」
を

香
港
に
創
設
し
た
。

　

奨
学
金
は
返
済
義
務
の
な
い

給
付
型
で
、
大
学
に
よ
っ
て
差

が
あ
る
が
、
お
お
む
ね
１
人
あ

た
り
の
年
間
給
付
額
は
２
万
５

０
０
０
米
㌦
。学
費
や
入
学
金
、

宿
舎
代
、
生
活
費
な
ど
が
含
ま

れ
る
。
奨
学
金
と
し
て
は
な
か

な
か
の
水
準
だ
。

「
せ
っ
か
く
留
学
し
て
も
ア
ル

バ
イ
ト
の
皿
洗
い
に
明
け
暮
れ

る
の
で
は
、
そ
の
国
の
悪
い
と

し
た
の
が
、
国
際
学
生
寮
「
早
稲
田
大
学
中

野
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
」
で
あ
る
。

１
８
０
億
円
の
私
財
を
投
じ

奨
学
金
基
金
を
創
設

　

次
に
チ
ャ
オ
さ
ん
は
奨
学
金
の
創
設
を
決

断
す
る
。
14
年
５
月
、
チ
ャ
オ
さ
ん
は
１
億

５
０
０
０
万
米
㌦
（
約
１
８
０
億
円
）
と
い

う
巨
額
の
私
財
を
投
じ
て
香
港
に
「
百
賢
教

育
基
金
会
（B

ai X
ian E

ducation 
Foundation

）」
を
設
立
。
う
ち
１
億
米
㌦
の

運
用
益
で
「
ア
ジ
ア
次
世
代
指
導
者
奨
学
金

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ａ
Ｆ
Ｌ
Ｓ
Ｐ
）」
を
始
め
た
。

 国／制度など 大学名 場所 2014 2015 2016

 中国 復旦大学 上海 - - 1

 北京大学 北京 - 19 20

 上海交通大学 上海 - 1 1

 清華大学 北京 - 5 1

 浙江大学 杭州 15 14 14

 香港 香港科技大学 香港 9 11 10

 香港中文大学 香港 - 1 1

 香港大学 香港 - 2 -

 台湾 台湾国立大学 台北 - 1 -

 日本 一橋大学 東京 7 10 10

 慶應義塾大学 東京 - - 1

 京都大学 京都 15 15 15

 九州大学 福岡 - - 2

 東京大学 東京 - 3 1

 早稲田大学 東京 9 14 15

 韓国 ソウル国立大学 ソウル - 1 1

 交換留学奨学制度   - - 8

 合計   55 97 101
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と
い
う
理
念
に
賛
同
す
る
多
く
の
人
た
ち
に

参
画
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
る
か
ら

だ
。
多
く
の
人
た
ち
が
参
画
し
た
き
ち
ん
と

し
た
組
織
体
に
す
れ
ば
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

永
続
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

　

百
賢
亜
洲
研
究
院
の
理
事
長
は
チ
ャ
オ
さ

ん
の
長
女
で
あ
る
ロ
ナ・チ
ャ
オ
（
曹
恵

）

さ
ん
が
就
い
て
い
る
が
、
理
事
に
は
外
部
の

人
た
ち
が
名
前
を
連
ね
、
香
港
で
成
功
し
た

日
本
人
実
業
家
の
名
前
も
あ
る
。
香
港
を
拠

点
に
「
ア
ン
テ
プ
リ
マ
」
な
ど
を
手
掛
け
る

荻
野
正
明
・
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
・
チ
ェ
ア
マ
ン
や
、
高
級
自

動
車
イ
タ
リ
ア
フ
ェ
ラ
ー
リ
の
日
本
総
代
理

店
な
ど
を
展
開
す
る
コ
ー
ン
ズ
・
ア
ン
ド
・

カ
ン
パ
ニ
ー
の
渡
伸
一
郎
会
長
で
あ
る
。

　
１
億
米
㌦
の
基
金
が
あ
る
と
い
っ
て
も
、

低
金
利
の
中
で
奨
学
金
運
営
は
十
分
に
で
き

る
の
か
。
理
事
長
の
ロ
ナ
さ
ん
は
言
う
。

「
本
来
は
７
％
の
運
用
益
を
上
げ
て
、
５
％

を
奨
学
金
運
営
に
使
い
、
２
％
は
基
金
に
残

す
と
い
う
構
図
を
考
え
て
い
ま
す
が
、
実
際

に
は
低
金
利
で
そ
こ
ま
で
の
運
用
益
は
上
が

っ
て
い
ま
せ
ん
。
昨
年
は
２
・
５
％
ほ
ど
で

し
た
。
い
ま
、
運
用
戦
略
の
見
直
し
を
考
え

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
」
と
い
う
。

　
１
０
０
人
の
奨
学
生
に
２
万
５
０
０
０
米

㌦
を
給
付
す
る
だ
け
で
も
２
５
０
万
米
㌦
が

国
立
大
学
で
実
施
す
る
予
定
だ
。

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
登
場
で
、
中
国
と
台

湾
の
間
に
も
政
治
的
に
微
妙
な
空
気
が
流
れ

て
い
る
。
こ
う
い
う
時
だ
か
ら
こ
そ
、
ア
ジ

ア
の
学
生
が
台
湾
に
集
ま
り
、
交
流
す
る
意

味
は
大
き
い
だ
ろ
う
。

　

ア
ジ
ア
の
未
来
の
リ
ー
ダ
ー
に
は
ど
ん
な

資
質
が
必
要
な
の
か
。

　

ロ
ナ
さ
ん
は
、「
オ
ー
プ
ン
マ
イ
ン
ド
で

の
良
い
奨
学
金
制
度
を
作
っ
て
も
、
利
用
し

て
く
れ
な
け
れ
ば
前
に
は
進
め
な
い
。

「
も
う
歳
で
す
か
ら
。
日
本
で
良
く
し
て
も

ら
っ
た
恩
返
し
で
す
」と
笑
う
チ
ャ
オ
さ
ん
。

そ
ん
な
チ
ャ
オ
さ
ん
の
思
い
を
受
け
止
め
る

未
来
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
が
増
え
て
い
く
こ
と

を
祈
り
た
い
。

　

さ
ら
に
趣
旨
に
賛
同
す
る
日
本
の
財
界
人

が
中
心
に
な
っ
て
「
日
本
百
賢
ア
ジ
ア
研
究

院
」と
い
う
一
般
社
団
法
人
を
日
本
に
設
立
。

渡
辺
喜
宏
・
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
顧
問
が

理
事
長
に
就
い
て
い
る
。　

　

百
賢
亜
洲
研
究
院
で
は
、
奨
学
金
を
給
付

し
て
い
る
学
生
を
一
堂
に
集
め
る
サ
マ
ー
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
昨
年
は

早
稲
田
大
学
で
実
施
し
た
が
、
今
年
は
台
湾

あ
る
こ
と
が
重
要
だ
」
と
語
る
。
選
ば

れ
る
奨
学
生
は
す
で
に
オ
ー
プ
ン
マ
イ

ン
ド
な
学
生
が
多
い
と
い
う
が
、
海
外

で
学
び
、
様
々
な
国
の
学
生
と
共
に
生

活
を
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
に
磨
き
が
か

か
る
の
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

　

そ
う
し
た
オ
ー
プ
ン
な
学
生
た
ち

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
指
導
的
な
立
場

に
な
る
こ
と
で
、
よ
り
オ
ー
プ
ン
な
国

と
国
と
の
関
係
に
も
つ
な
が
っ
て
い

く
。
将
来
に
向
け
て
奨
学
生
の
同
窓
会

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
整
備
し
て
い
く
と
い

う
。

　

日
本
の
大
学
と
の
交
渉
な
ど
に
当
た

る
ロ
ナ
さ
ん
が
心
配
し
て
い
る
こ
と
が

あ
る
。
海
外
に
留
学
し
た
い
と
い
う
希

望
を
持
つ
日
本
人
学
生
が
少
な
く
な
っ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
こ
と
だ
。
条
件

必
要
に
な
る
。
当
然
、
研
究
院
の

運
営
費
用
も
か
か
る
。
他
の
財
界

人
か
ら
の
寄
付
を
受
け
る
な
ど
、

基
金
の
規
模
を
大
き
く
す
る
こ
と

も
課
題
だ
。

未
来
の
ア
ジ
ア
の

リ
ー
ダ
ー
に
必
要
な
資
質

　

チ
ャ
オ
さ
ん
が
長
年
の
交
流
で

培
っ
た
人
脈
も
フ
ル
稼
働
し
て
い

る
。
柳
井
氏
だ
け
で
な
く
、
協
力

す
る
日
本
の
財
界
人
が
た
く
さ
ん

い
る
の
だ
。

　

百
賢
亜
洲
研
究
院
の
諮
問
委
員

会
に
は
、
麻
生
泰
・
麻
生
セ
メ
ン

ト
会
長
や
渡
文
明
・
Ｊ
Ｘ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
名
誉
顧
問
、
松
下
正

幸
・
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
副
会
長
ら
が

名
前
を
連
ね
る
。
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い
そ
や
ま
・
と
も
ゆ
き　

早
大
政
経
学
部
卒
。
１
９
８
７
年
日
本 

経
済
新
聞
社
に
入
社
。
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
支
局
長
、「
日
経
ビ
ジ

ネ
ス
」
副
編
集
長
を
務
め
る
。
11
年
か
ら
フ
リ
ー
。
近
著
に
『
国 

際
会
計
基
準
戦
争 

完
結
編
』（
日
経
Ｂ
Ｐ
社
）。
早
大
大
学
院
非 

常
勤
講
師
も
務
め
る
。

ロナルド・チャオさんと夫人（中央）。百賢亜洲研究院の理事長を務める長女のロナ・チャオさん（左端）。
百賢教育基金COOのタミー・ワン（温徳美）さん（右端）


